
 

（第２号様式）   
令和８年４月１日   

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立伊勢原高等学校（全日制）  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意欲の向
上や進路希望の実現の
ために教育課程の見直
しや組織的な授業改善
に取り組む。 
 
②ＩＣＴの利活用を促進
することにより、「主体的・
対話的で深い学び」を実
現する。 
 

 

①教育課程が、生徒の実
態とニーズに合ってい
て、進路希望の実現に即
しているか検証する。 
 
 
②ICTを有効活用できるよ
うになるとともに組織的
な授業改善を行い、生徒
の深い学びにつなげる。 

 

①アンケートの実施により
教育課程が生徒の実態とニ
ーズに合っているかを検証
し、見直しの必要性がある
かを確認する。 
 
②教員および生徒向けICT
研修会の実施と各授業にお
けるさまざまなICTの活用
を体験し、ICT有効活用の
スキルを身に付ける。 
 

①生徒が日々の授業に意欲
的に取り組んだか。様々な
学習課題に主体的・対話的
で深い学びを持って対応し
たかを確認する。 
 

②授業時に学習内容に合わ

せた ICT活用を行ったか。

実際に研修を行うことがで

きたか。生徒対象に ICTに

関するアンケート調査を行

い、回答状況を確認する。 

 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①高い人権意識と幅広
い視野を持った生徒を
育成するため、教育活動
の中に自己肯定感を育
む機会を多く取り入れ、
生徒の自主性や積極性
を高めるとともに、他者と
の協働による成長を支援
する。 
 
②教育相談システムの
活用を促進し、心の健康
と安心・安全な学校生活
を実現するとともに生徒
の自己解決力の育成を
支援する。 

 

①学校行事や生徒会活動
において、生徒一人ひとり
が目標や役割を意識しなが
ら参加することができるよう
支援する。また、生徒同士
が自己や他者を認め、協力
しながら目標を達成してい
く力を育成する。 
 
 
②すべての生徒が相談し
やすい環境を整え、教員向
け各種研修会を行うことで、
生徒自身が自身の問題に
向き合い、解決するために
行動できる力を育成する。 

①生徒が主体となって行事運
営ができるよう、目標を明確
にし、委員会活動を充実させ
る。生徒間での話合いが積極
的になされるよう LHRを設定
し、サポートを行う。 
 
 
 
 
②多様な研修会（生徒向け教
員向け）を実施し、それぞれ
が課題に対応する力を育む
機会を設ける。 
 
②面談期間を有効活用し、生
徒の課題等の早期発見情報
共有を行う。必要に応じて、
SC、SSW等と連携する。 

①学校行事や部活動におい
て生徒が主体的に参加するこ
とができたか。LHRと委員会
間の意見交換ができ、効果的
に話合いがもたれたか。アン
ケート等を用いて確認する。 
 
 
 
 
②さまざまなニーズに合わせ
た研修会を行うことができた
か。 
 
 
②ＳＣ、SSW等を活用し、生
徒が抱える課題の解決につ
なげることができたか。 

 

     

３ 進路指導・支援 

①社会情勢の変化に応
じて多様化する進路に
ついて外部機関と連携
し、進路情報を収集・評
価・提供し、生徒の進路
実現につなげる。 
 
 
 
 
②３年間を見通したキャ
リア教育となるよう、各年
次、各時期に行うべきキ
ャリア教育を精査し、幅
広い知識と判断力を育
成し、自己のキャリア形
成を支援する。 
 

①受験科目の変更を調査
するとともに、大学などと連
携をし迅速に基礎学力テス
トや総合型選抜に必要な能
力などの情報をとりいれ、外
部機関からも情報を収集す
る。また、企業研究・地元探
求などを通して、社会情勢
を学ぶ機会を設定する。 
 
②キャリア教育計画を視覚
的に明確なものとし、共有し
職業観を全学年で身につ
け進路選択を具体的に考え
られるようにする。 
 
 
 

①総合的な探究の時間での
取り組み、外部機関の提供情
報などを精査し、教職員で共
有するとともに生徒に必要な
情報を周知・提供する。 
 
 
 
 
 
②キャリア教育計画を表や図
で表し、総合的な探究の時間
に職業の理解を促し周知す
る。 
 
 
 

①生徒が進路活動におい
て、受験科目を把握すること
ができたか。また、企業研究・
地元探究などを実施し、発表
することができたか。 
 
 
 
 
 
②キャリア教育計画を表や図
で表し、周知することができ
たか。また職業観を身につけ
ることができたか 
 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①保護者や地域から信
頼される学校運営のた
め、地域に参加し貢献す
る機会を増やす。 
 
 
 
②学校運営協議会を活
用し、教育内容の充実を
図るとともに、広報活動
を充実させ、学校外への
発信や教育活動の共有
を推進する。 

①清掃活動以外にも、地域
と交流する機会を作り、地
域との信頼関係を築くととも
に社会性を養う。 
 
 
 
②学校外への情報発信（広
報活動）を丁寧に行い、多く
の方に教育活動への理解
をいただく。 

 

①生徒会・委員会・部活動に
所属する生徒等と地域との交
流について考える場を作り、
清掃活動以外の交流を行う。 
 
 
 
②広報活動の充実とともにホ
ームページの更新頻度をあ
げ、最新の情報提供を行う。
学校運営協議会をはじめ多く
の方からのご助言やアドバイ
スを活かし、よりよい教育活動
を行う。 
 

①清掃活動以外にも地域に
貢献する活動や地域と交流
する活動を行うことができた
か。その活動を通して地域と
の信頼関係を作り、社会性を
育むことができたか。 
 
②ホームページの更新回数
が増えたか。説明会等にお
いてアンケートを行い、必要
な情報を得られ充実した内容
であったか回答状況を確認
する。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育公務員としての綱
紀の保持や意識向上を
図り、事故・不祥事の防
止を徹底する。ＩＣＴを用
いて組織的なチェック体
制を整える。 
 
 
 
②避難所に指定されて
いる意識を持ち、地域と
協力して防災活動を行
い、有事の際は、避難所
としての機能を果たすた
め、生徒の防災意識の
向上を図る。 

 

①ICTを活用したり、教員
間の協働により業務のスマ
ート化を進め教員の心身の
健康確保に繋げることを目
指しながら、職場全体の健
康と事故・不祥事の未然防
止に努める。 
 
 
②災害発生時にスムーズ
な対応や行動がとれるよう
に地域と連携して、広域避
難所としての防災意識を高
める。 

①管理職と協力し、ICTの活
用などを通して、事故防止に
係る重要事項を共有する。ま
た、お互いの声掛けや職場
のペーパーレス化など、業
務の効率を上げ、健康的な
職場環境を目指し、事故不
祥事防止の徹底に努める。 
 
②地域との避難訓練運営会
議などの内容を、ICTを活用
し、教員間で共有を徹底す
る。地域の防災課題を踏ま
え、万が一の有事の際に一
人ひとりが行うべきことを自覚
する。 

 

①昨年度よりペーパーレス
化をより一層進めるなどし、
業務の効率化を進めることが
できたか。日常的に職員間
の声掛けが行われ健康的な
職場を維持し事故・不祥事を
未然に防ぐことができたか。 
 
 
②避難所訓練会議での内容
を踏まえ、本校が有事の際に
行うべきことや備えにおける
教員に対する研修や生徒に
対する教育を行うことができ
たか。 

 

     

 

 


